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2012年度後期 キャンパスニュース

　2012年１１月１０日（土）、１１日（日）第６
７回米子－鳥取間駅伝競走大会に本学陸
上競技部が５年連続で出場し、１１５.１km
を、７時間３４分４５秒で完走しました。（５
３チーム中３７位）今年７月に交わされた鳥
取県教育委員会及び鳥取県体育協会とのス
ポーツ振興に関する協定書締結により、陸
上競技部は強化指定部に指定され、指導員
の斡旋も受けています。メンバーたちは今大
会にむけて、週１日は中原 大輔指導員の指
導を受けながら、週３日以上の練習に励みま
した。結果、昨年より所用タイムを縮め、個人
順位は、一般の部において５区村山 達也さ
ん９位、７区昌子 俊介さん６位、１４区鴻池 
翔太さんが１０位という好成績を収めまし
た。チームをまとめたキャプテン昌子 俊介
さん（建築・環境デザイン学科３年）は、「今
回の米子・鳥取間駅伝ではチーム全体で去
年より２０分タイムを縮めるという目標を掲
げて大会に挑みました。結果は去年より１０
分弱ほどタイムを縮めることができました。
目標には及びませんでしたが選手やマネー
ジャーが一丸となりより一層チームがまと
まった大会でした。来年度はひとりひとりの
個々の能力を伸ばしつつチーム力を向上さ
せていければいいと思っています。」と感想
を述べました。みなさまの温かいご声援あり
がとうございました。来年もさらなるご支援
よろしくお願い致します。

米子鳥取間駅伝競走大会
５年連続出場！！

　日米共同で開発した人工衛星TRMM
（Tro p i c a l  R a i n f a l l  M e a s u r i n g  
Miss ion）の打ち上げ15周年を記念し、
2012年１１月13日（火）から16日（金）に、
第4回TRMM/GPM国際科学カンファレ
ンスが東京で開催されました。同カン
ファレンスでは、本学環境学部の岡本謙
一教授が招待講演を行うとともに、こ
れまでのTRMMに関する科学研究上
の顕著な業績に対して宇宙航空研究開
発 機 構 ( J A X A ) と 米 国 航 空 宇 宙局
( N A S A )から感謝状を贈呈されまし
た。岡本教授は、旧郵政省通信総合研
究所（現独立行政法人  情報通信研究
機構）に在職中の1987年から開始され
たTRMM計画当初から関わり、世界で
初めての人工衛星搭載の降雨レーダの
概念設計や主要部品の研究開発に従事
し、TRMM降雨レーダが観測したデータ
処理・解析用のアルゴリズムの日米共同
の開発チームのリーダーとして活躍しま
した。感謝状の贈呈を受け岡本教授は、
「TRMM降雨レーダは研究を開始したと
きには予想もしなかった多大の研究成果
を挙げることができ、感慨もひとしおで
す。」と研究生活を振り返りました。

岡本教授がJAXA/NASAより
感謝状を贈呈されました

西部サテライトキャンパスで、『英語村』
クリスマスパーティーを開催しました

　2012年１１月１３日（火）大阪／國民會
館武藤記念ホールにて、また同月１６日
（金）東京／東京文具共和会館において、本
学主催の特別企画シンポジウム「低炭素社
会の実現に向けて ～再生可能エネルギー
固定価格買取制度（FIT）と廃棄物発電～」
を開催しました。後半のパネルディスカッ
ションでは、田中所長のコーディネートの
もと、「FIT制度と廃棄物発電」をテーマとし
て国・自治体・企業・大学のそれぞれの立場
から議論が交わされました。パネルディス
カッションの前に聴講者から回収した質問
表をもとに、活発な意見交換も行われ有意
義なものとなりました。 参加者数は、大阪

特別企画シンポジウム
「低炭素社会の実現に向けて 
～再生可能エネルギー固定価格
買取制度（FIT）と廃棄物発電～」

　中国５県の大学生が地域活性化につい
て考え、提案する「中国５県地域づくり学
生フォーラム in 神石高原町」が、2012
年１２月１日（土）、２日（日）の両日、広島
県神石高原町で開催され、本学から環境
学部１年の福井春菜さん、羽生明来さん
の２名が参加しました。 初日は、各大学が
自治振興会を視察し、地域住民から現状
の説明を受けるなどのフィールドワーク
を行い、現状の課題や解決策を議論し、
提言をまとめ発表しました。 ２日目は、
「ＴＵＥＳ村」と題した畑の耕作活動など
日ごろの活動について発表を行いまし
た。発表後参加学生は、「今後、鳥取でも
地域づくりの活動に携わっていきたい」
と感想を述べていました。 このフォーラ
ムは、若者の視点で地域活性化を考える
ために「中国・地域づくり交流会」等が主
催し、３１人の学生が参加しました。

中国５県学生フォーラムに本学学生が参加

国際シンポジウム「美しい海を取り戻そう
－漂流ごみによる被害についての
国際的な取り組み」を開催
　2012年12月5日（水）本学講堂にお
いて､「平成24年度鳥取環境大学 特別
企画 国際シンポジウム 美しい海を取り
戻そう－漂流ごみによる被害について
の国際的な取り組み－」を開催しまし
た。前半は、各講演者の方々よりそれぞ
れの立場から国際的な視野に立って漂

７２名・東京１１５名の合計１８７名となり、
盛況のうちに終了しました。

　2012年１２月２日（日）鳥取県西部の小
中学生を対象とした『英語村』のクリスマ
スパーティーを西部サテライトキャンパス

にて開催しました。 小中学生は、サンタク
ロース姿に扮したスタッフと一緒に英語の
歌をうたったり、Twister（外国のゲーム）
やバンブーダンスをしたりパーティーを楽
しみました。最後に、ドイツのクリスマス
シーズンの伝統的なお菓子「シュトーレ
ン」をみんなで食べました。 最初は外国人
スタッフに照れていた生徒達も、徐々に慣
れてきて最後は明るい笑顔になりました。 
参加した小学生は「最初は外国の人に緊張
したけど、面白かった。また参加してみた
い。」と話していました。
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「ロシア極東地域の鳥取県サポーター
育成事業訪問団」と交流しました

エコプロダクツ2012に出展しました

ダブルスクールでめざせ、資格取得！

　２０１２年12月13日（木）から12月15
日（土）に東京ビックサイト（東京都江東
区有明）で開催された日本最大級の環境
展示会「エコプロダクツ2012」に出展し
ました。今年で14回目となる同展示会に
は711社/団体が出展し、各々の環境活
動を全国へ向けて発信していました。本
学の出展は今年で10回目を迎え、本学
サステイナビリティ研究所が環境省の支
援を受けて取り組む「東日本大震災によ
る漂流ごみの移動経路把握による二次
災害防止に関する研究」や、稀少動物が
生息する森林の保全と地域活性化を共
に実現するため地域と連携して研究に取
り組む「芦津モモンガプロジェクト」など
の研究活動を紹介するとともに、地域と
の連携により地球温暖化防止活動を実
践している学生団体「TUES地球環境を
考 え る 会 」と 国 際 的 な 環 境 規 格
ISO14001に基づき本学学生の環境活
動をリードする「学生ISO委員会」が本学
の取り組みを全国に向けてＰＲしまし
た。会場全体の来場者数は３日間で延べ
178 ,501人、本学ブース来場者数は約
1,528人でした。

　2012年度から本学では、就職サポート
の一環である資格取得支援に一層の力を
入れ、有名専門学校と提携した学内ダブ
ルスクールを開講しています。中でも、試
験を間近に控えた「ファイナンシャルプラ
ンナー講座」（試験日：1月27日（日））、
「簿記講座」（試験日：2月24日（日））は、
毎週水曜日の5限と6限に行われ、100％
に近い受講率。DVD講座のスクリーンに
集中し、熱心に勉強に励む学生たちが肩
を並べています。受講している学生は、
「分からない箇所は大原学園に直接聞く
ことも出来、またフォロー用のDVDも
キャリア支援課で貸出してもらえます。ま
だ分からないこともありますが、合格目指
して頑張りたいです。」（簿記講座受講：環
境学部1年）、「私は以前から簿記に興味
を持っていたため、今回の簿記講座を受
講しました。実際に学習を始めると、手形
や精算書、決算など覚えることがとても
多く難しく感じましたが、わからなかった
箇所を何度も解くことで、小テストの点
数も良くなり簿記の理論もわかってきま
した。これからも復習を怠らず、頑張って
いきたいです。」（簿記講座受講：経営学
部1年）、「私がこの講座を受講した理由
は、社会に出てから自分の現在から老後
までの資金計画について、しっかり考え
ていけるようにしたかったからです。講義
内容は難しいですが、今後社会に出てか

らは必要不可欠なことばかりなので、一
生懸命学んでいます。」（FP講座受講：環
境政策経営学科3年）と、資格取得へ向け
た意欲を語っています。本学も、事務局に
資格取得アドバイザーを配置するなど、合
格に導く体制を整え、力いっぱいサポート
していきます！

　2012年12月19日（水）本学と国際交
流協定を締結しているウラジオストク
国立経済サービス大学の学生２名を含
む「ロシア極東地域鳥取県サポーター
育成事業訪問団」の一行７名が本学を
訪れ、交流を行いました。 一行は、極
東地域の大学等から推薦を受けた日
本語を話せる優秀な大学生と若手社
会人で、鳥取県内の視察や文化体験、
県内大学生との交流などを通じて鳥取
県に対する理解を深め、将来極東地域
における「鳥取県サポーター」になって
もらうことを目的に、鳥取県が12月14
日（金）から22日（土）の日程で招致し
たものです。 この日は、古澤学長ほか
訪露経験のある教職員と懇談会や学内
環境施設の視察を行った後、来年度開
設されるロシア語の講義の受講を希望
する本学の学生９名と学食で昼食会を
行い、学生同士の交流を深めました。 
一行は、帰国後、鳥取県の広報や鳥取県
へのロシア人観光客の誘致、県内企業
の対ロシア貿易促進等に対するアドバ
イスなど、鳥取県のサポーターとして活
躍することが期待されています。 本学
では、これらの交流を重ねて、今後も環
日本海諸国の大学との交流を推進して
いきます。

流ごみによる被害についてのお話をい
ただきました。後半のパネルディスカッ
ションでは、本学サステイナビリティ研
究所 田中勝所長がコーディネーターを
務め、「漂流ごみによる被害についての
国際的な取り組み」と題し討議を行いま
した。はじめに、鳥取県生活環境部 課長
補佐  荒金美斗氏より海ごみに対する
「鳥取県の取り組み」、続いて北海道大
学 特任助教 金相烈氏（現本学環境学
部講師）より「韓国の海ごみに関する取
組み及び海ごみの現状」の報告をいただ
きました。その後漂流ごみの実態を踏ま
えた上で、漂流ごみ対策として今後進め
なければならないこと、日本の問題のみ
ならず世界の問題にどのように対応する
かなど 活発な意見交換が行われ有意義
なものとなりました。



　2013年２月本学が環境マネジメントシ
ス テ ム に 関 す る 国 際 規 格 で あ る
「ISO14001」を取得以来、１０年が経過
し、その間ISOマネジメントシステム認証に
対して継続的改善に尽力したことにより、
ISO認証機関である株式会社日本環境認
証機構から「10年継続賞」を受賞しました。
また本賞の記念品として、右肩上がりの「継
続的な改善」をイメージしたデザインの九
谷焼磁器製トロフィーも頂きました。今後も
さらに継続的改善につとめ、『「人と社会と
自然との共生」の実現に貢献する有為な人
材の育成と創造的な学術研究を行う』とい
う基本理念のもと、環境に配慮した取り組
みを進めていきます。

環境マネジメントシステム認証
（ISO14001）「10年継続賞」を受賞

地球環境問題のさらなる解決を目指して
～ 総合地球環境学研究所（京都市）と
学術交流に関する包括協定書を
調印しました ～

「鳥取環境大学との産学官連携に
関する懇談会」が開催されました

　2013年3月7日（木）に環境研究総合推
進費補助金研究事業の一環として、ネパー
ルカトマンズ市のエベレストホテルで、「廃
棄物系バイオマスの利活用の現状と将来
展望」に関するワークショップを開催しま
した。開催の目的は、日本からアジアへ向
けて3Rの定着を促し、またアジア諸国の
ごみ処理に関する現状把握・情報交換を
行い、各国とのネットワーク作りをするこ
とです。 以下のように、各国から講演があ
り、それぞれの現状とバイオマス利活用に
ついての理解を深めました。その後、講演
者全員とポカラ大学のS u r y a  M a n  
Shakya氏も交え、グループディスカッ
ションを行いました。ネパール側参加者か
らは日本の高度な技術ではなく、維持管
理が易しい自国に適した焼却炉導入の質
問が出るなど熱心な討論がなされ、参加者
の関心の高さが伺え、活発な意見交換・貴
重な情報収集の場となりました。

ネパールワークショップ
「廃棄物系バイオマスの利活用の
現状と将来展望」開催　2013年２月１８日（月）鳥取環境大学を

支援する会主催（鳥取市、本学共催）によ
る「鳥取環境大学との産学官連携に関す
る懇談会」が、鳥取産業会館・鳥取商工会
議所ビルで開催されました。この懇談会
は、2001年の開学以来毎年開催されてお
り、今年で１２回目を数えます。開会に際し
て、支援する会の英（はなふさ）会長より、
「公立化した鳥取環境大学の人材育成と地
域社会への教員・学生の参画に大きな期
待を寄せるとともに、大学を核として支援
する会の会員企業・団体が一体となり、
「人材育成・地元企業での雇用創出・地域
経済の活性化」の“三位一体”の好サイクル
を産学官連携の下に創造したい」との挨拶
がなされた後、学生が日々の活動をトピッ
クスとして発表。今回は、優れた学生活動
企画に対してコンペ方式（通称：環大コン
ペ）により支援する会から活動資金の贈呈
を受けた入賞企画「第１２回環謝祭」の実
行委員会メンバー（経営学部１年尾上功哲
さん、別所絵梨さん）と、中国地方の学生
が集い中山間地活性化について課題調査
や企画提案を行う「中国５県地域づくり学
生フォーラム（主催：中国・地域づくり交流
会ほか）」に参加した環境学部１年福井春
菜さん、羽生明来さんの２組が、Power 
Pointを用いてそれぞれの活動を報告。報

　2013年3月11日（月）本学は、地球環
境問題の解決に向けて国際的に研究プロ
ジェクトを展開している総合地球環境学
研究所（大学共同利用機関法人 人間文化
研究機構、京都市、立本成文所長、以下
「地球研」）と、両機関間の交流と協力を
促進し、教育及び研究内容の充実、発展を
図ることを目的とした学術交流に関する
包括協定書を調印しました。 地球研は、
地球環境学の総合的研究を行うことを目
的として、2001年4月に創設された大学
共同利用機関。「人間と自然系の相互作用
環の解明」と「地球環境問題の解決に資
する研究」の両面を追求し、「総合地球環
境学」の構築を目指して、国内はもとより
世界各国から研究者が集い、先進的な研
究プロジェクトを展開しています。 本学
と地球研の関わりは、古澤学長が地球研
創設に携わったことに始まり、教員も地
球研の研究プロジェクト・リーダーを務め
るなど過去から脈々と築かれていました
が、このたび正式に協定化したものです。 
調印後には、古澤学長は「この協定締結
は、本学の教員や学生にとって大変意義
深いもの」とし、立本地球研所長は「鳥取
環境大学の基本理念“人と社会と自然と
の共生”は、地球研に相通ずるもの。この
度の協定調印により、従来からの交流の
芽が大きな芽に変わった」とコメントされ
ました。 引き続き行われた懇談では、過
去に地球研でプロジェクト・リーダーを
務めた環境情報学部の福嶌特任教授は、
「今後もより環境問題について視野を拡
げる必要があり、地球研におかれても社
会科学系の研究プロジェクトが増えれば
良いと思う。今後様々なアイディアにより
研究が相互に展開されることを期待した
い」と述べ、立本地球研所長は、「現状、地
球研では研究プロジェクトが中心だが、ど
のような交流でも実施したい」、佐藤地球
研副所長は「我々のミッションは地球環
境学を作ることだが、教育組織を持って
いない。そこを鳥取環境大学と実践して
みたい」とそれぞれに今後の期待と抱負
を述べられました。

告学生はいずれも１年生で、事前の学内リ
ハーサルやPower Point原稿の校正な
どを繰り返し、本番に臨みました。慣れな
い大人社会での発表とあって、緊張した面
持ちながらも笑顔で報告を終え、参加者
一同から、今後の活躍が期待されました。
また学生発表後には、河原副理事長より、
本学の教学面と経営面の一層の充実と改
善等を定めた「中期計画」の概要説明と、
田中理事兼事務局長より本学の諸活動等
の近況報告を行い、本学が目指す方向性
と、計画の進捗状況を参加者に紹介しまし
た。懇談会後の交流会では、本学教職員の
ほか学生も参加。環謝祭実行委員会を中
心に１４名が席次の別なく参加者と会食
し、始めは緊張した面持ちだった学生達
も、交流会が終了する頃には充実感を窺
わせる笑顔に変わっていました。
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